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原子力プラントの中央制御室の運転訓練評価の客観性向上を目的に，運転員個人の訓練時の発話プロトコ

ルを解析し，報告に関わるパフォーマンスの客観的評価指標を開発し，その妥当性検証を行った. 
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1. 緒言 

 本研究グループでは，原子力プラントの中央制御室の運転訓練評価の客観性の更なる向上を目的として研

究を行っており，シミュレータ訓練時のチームパフォーマンスの客観的評価指標を提案してきた．このよう

なチームに対する評価は重要である一方で，その基盤となる運転員個人に対する評価も不可欠である．本研

究では，可観測な情報として発話プロトコルを用いて，運転員個人の報告に関わるパフォーマンスの客観的

評価指標を開発し，その妥当性を検証した． 

2. 手法 

 本研究では報告の質を，網羅性，情報量，関連情報，迅速性，頻度，文脈の 6 要素に分解し，発話プロト

コル解析を行い各要素の特徴を抽出した．訓練シナリオとしては，「復水ポンプトリップ」「電気油圧式制御

装置故障」「再循環ポンプ片側トリップ」の 3 つを解析対象とした．各事象を対象にした（株）BWR 運転訓

練センター（BWR Operator Training Center : BTC）での訓練実行時の発話プロトコルを分析しその可視化を

行った（図 1）．6 名の可視化結果を比較検討し，

高パフォーマンス者の特徴抽出・一般化を行い， 

報告の質の 6 要素の評価指標を得た（表 1）．評

価指標の妥当性を検証するために，BTC の熟

練インストラクタによる評価結果との相関分析

を行った．相関分析で用いた提案指標の得点

は，6 要素の評点をそれぞれ最大値が 1 となる

ように正規化した値の合計値を用いた． 

3. 結果 

 BTC 評価結果との相関分析の結果，復水ポン

プトリップ，電気油圧式制御装置故障，再循環

ポンプ片側トリップにおける相関係数は，それぞれ

0.86 (p < 0.05), 0.86, 0.66 であり中程度以上の正の相

関が得られ手法の妥当性が示唆された． 

4. 結言 

 本研究では，運転員個人の訓練時の発話プロトコ

ルを解析し，報告に関わるパフォーマンスの客観的

評価指標を開発した．評価対象としたシナリオ，運

転員の数は十分とは言えないが，報告の質という観

点からの分析の基本的な有効性を示すことができた

と考える． 
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事象発生からの経過時間

背景色：パラメータの変化の様子

円の大きさ ： 報告内容量を表現

図 1 発話プロトコル可視化 

表 1 報告の質の 6要素の評価指標 
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